




















近世の天皇は、 どのような役割を果たしていたのであろうか。現在における大方の見解は、 深谷克己 『近世の国家・
社会と天皇』
⑴に代表される次のいうようなものであると考える。それは、近世幕藩制国家は、 「公武御同躰」の公
儀＝国家公権が構成されるも、権力分有ではなく、 「公儀」内部の、軍事的政治的権力と宗教的身分的権威の分業であると捉え、将軍と天皇の区別は、国家権力と国家権威の区別であって、ともに幕藩制国家の内在的要素である。したがって、幕藩制期の天皇の重要な機能の一つが宗教的機能であり、それは寛永期 至るまでの朝幕確執を通じて天皇からの政事・軍事機能の剥奪過程をともないな らの神事機能への封鎖の結果である。深谷は、天皇のもう一つの機能として、官位制度による天 ・朝廷の身 的観念を形象化する役割を げ いる。この第二の機能を、高埜利彦は「禁中並公家諸法度」で規定 た官位・改暦・僧位僧官・上人号等における国制的機能
⑵と表現して






願を神祇道・仏教などで行ない、また幕府は伊勢はじめ二二社や東大寺等の大社大寺等に朱印地を与え修復等を行なうことで国家安全や幕府権力の長久を祈願させる役割を担わせたと捉え、そ 祭祀構造を内（禁中内侍所等） ・表（朝廷行事） ・外（寺社）という三重の同心円的構造として提示
⑶した。井上智勝
⑷は、国家祭祀という視点を強













































表１は、 『正親町天皇実録』 ・ 『後陽成天皇実録』
⑽
から、一五八三年一月―一五九八年八月までの豊臣政権期にお







































































































親王・女一宮等天皇家族や中宮母秀忠正室の病気平癒 と彗星出現の外、理由が明記されな 御神楽もあり、御神楽申請者は、中宮和子 ほか、伏見宮貞清親王・近衛信尋・豊臣秀頼・池田輝政（親子二代徳川家婿） ・徳川義直・春日局の名もあり皇族関係者・将軍家関係者が申請できた時代であることがわかる。また禁裏清涼殿での北斗法・不動法等の仏式祈禱が並行して執行された。禁中紫宸殿 は彗星御祈が土御門久修・吉田社萩原兼従・青蓮院尊純によって執行され、火災祈
禱
が醍醐寺三宝院義演によって執行されてもいる。社寺においても石清水・伊勢・












院御産・家光病・院御不例・一条院宮疱瘡平癒である。社寺では、寛永八年（一六三一）七月の秀忠病平癒四二社七寺と、寛永一八年（一六四一）六月の後水尾院御悩一二社および、寛永七年（一六三〇）石清水への御代始と同一一年正月梶井宮本坊の院御悩祈禱の計四例のみである。これに対して 禁中祈禱は内侍所・紫宸殿・清涼殿での祈禱が二九例もあり、災害祈禱含め禁裏での仏式祈禱が中心である。明正天皇にとって、秀忠は外祖父・家光は叔父という血縁関係のためか病気平癒祈禱は社寺 みならず秀忠は内侍所御神楽、家光は禁中における不動護摩も執行されて る。上皇病・東福門院御産・厄年等の皇親健康
禱
は、内侍所と社寺の両方で執行されている。また、
明正の時代は天変異常気象も多く、寛永八年（一六三 ）五月には旱魃祈禱、同一〇年（一六三三）五月・同 二年（一六三五）六月・同一四年（一六三七）年 一月には天変祈禱、同一八年（一六四一）三月には江戸大火祈禱を各七日間ずつ執行している。寛永八年（一六三一）四 二五日と同一二年七月二六日 は、赤気（オーロラ）現象
⒆も出現しており、オーロラは太陽活動の活発な年に起きているので、同八年五月の旱魃と同一二年六月の天変

































歳の後光明、十歳の霊元天皇とは異なり、天皇自身の意志が祈禱にも反映されたと判断してもよいであろう。後西天皇の御代始は承応三年（一六五四）一二月二三日当時内裏未完成のため仙洞御所内にあった内侍所御神楽のみで社寺での祈禱はない。禁中祈禱が多く、 そ も内侍所御神楽が多い。例えば明暦二年 （一六五六） 一二月には四回 （一回は後水尾勅願）も執行し出御しているが理由が明記されていない。在位期 中 大災害に対する寺社祈禱は寛文二年（一六六二）五月の大地震に対する五社三寺の祈禱（後述）以外はな 明暦三年（一六五七）一月一八日の明暦大火 振袖火事 に対しては、寺社・禁中共に大火理由の祈禱はなく、翌二月一二日の清涼殿護摩七日間祈禱があるのみで、翌明暦四年（一六五八） 月の江戸大火では三 五日になって初めて江戸大火を名目とする紫宸殿七日間の護摩祈禱を執行している。万治四年（一六六一）一月の京都大火では禁裏御所周辺が悉く消失してしまったので勿論祈禱はないが、 かし同年四月の天変（異常に赤い入日と月
）に対しては内侍所御神楽を執行している。


















たのが、寛永五年（一六二八）八月二二日 水尾中宮和子 安産祈禱であった。伊勢・松尾・稲荷・大原野・平野・石清水・賀茂七社七日間の祈禱が執行され銀子 〇枚の祈禱料
が支払われた。これは通常の安産祈禱ではなく、

















































































































































として、鎌倉・室町期の奉幣使を八社・七社に派遣した例を示したが、奉幣使派遣例は近年にないので、社家が奉幣をすればよいとの見解を示し、二二社がよいと回答している。しかし、二五日の日記によると、同日摂政二條は武家伝奏今出川から御不例祈禱は一二社が適当で、その一二社とは、伊勢・石清水・賀茂・松尾・平野・稲荷・春日・日吉・祇園・北野・貴船・吉田の一二社であり、伝達方法は神社伝奏（執奏家）のある神社には神社伝奏に、ない神社には職事を通じ 祈禱命令を摂政から伝達のこと、また祈禱料は銀子百両というもので、これ 明正天皇の御意を得た決定である 聞かされている。当時の朝廷機構から言えば摂家重視で武家伝奏 これを補完する朝議
で
判断するところであるが、摂政二條は武家伝奏から伝達されたことを執行するのみで、 かも天皇の御意を得ていると武家伝奏が断ってい ことは、天皇自身の意見ではない を意味している。所司代や二條家以外 摂家史料がないので確認できないが、前述の天野の日記からも、この御不例祈禱には東福門院を通して幕府の関与が見受けられる。後水尾院御不例祈禱の神社数一二社祈禱料銀子百両 意見は、寛永五年中宮御産祈禱の七社銀子五〇枚よりも多く、翌六年の家光疱瘡 二二社下行米百石との中間をとって、武家伝奏 所司代の相談 決定され 明正天皇の同意を得て摂政二條に伝達されたものと推測される。この寛永一八年の後水尾院 病は精神的な病であったらしく御不例祈禱中に近衛邸・一条邸 川原に外 する等懐疑的な行動が見られ 医師・ 等周囲やの困惑した様子が一二月まで約半年間続いた。　
後水尾院御不例祈禱が一二社で、将軍家光疱瘡祈禱が二二社であることは、明正天皇からみても父上皇の病より
も叔父将軍の病の方を重視す 幕府優位の考え方が示されたもので 当時 朝廷と幕府の力関係 如実に反映された一件である。　
しかし、 後光明天皇の時代になって、 抑圧されてきた朝廷も少しずつ、 祭祀の主導権を取り戻すようになっていく。
























































































































































































































































































































































































  前掲 『後水尾天皇』 、一一二頁～一 三頁。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  ※ 『神宮御祈部類』 （神宮文庫） ・ 『内侍所臨時御神楽記』 （内閣文庫）参照
近世朝廷と寺社の祈禱
　
―近世的七社七寺体制の成立と朝幕関係―
　　　　　　　
間
　
瀬
　
久美子
二七
慶長一二・
　
七・一七
後陽成
禁中紫宸殿
神楽
天皇
祈雨（炎旱）
同
　
一二・
　
九・一九
後陽成
紫宸殿
神道護摩
天皇
彗星出現
同
　
一三・
　
六・
　
一
後陽成
春日社
千反楽
ー
祈雨
同
　
一八・
　
七・一一
後水尾
石清水・春日・伊勢・醍醐寺・他
ー
天皇
祈雨
同
　
一九・
　
五・二三
後水尾
石清水・伊勢 醍醐寺
ー
天皇
晴雨（霖 ・洪水のため） ・止雨
元和
　
四・一〇・三〇
後水尾
伊勢
ー
天皇
彗星
同
　　
四・一一・
　
二
後水尾
禁中紫宸殿
天曹地府祭
天皇
彗星
　
五日間
同
　　
四・一一・
　
九
後水尾
禁中紫宸殿
神道護摩
天皇
彗星
　
七日間
同
　　
四・一一・一八
後水尾
内侍所
　　　
　　　
（出御）
神楽
天皇
彗星ヵ（臨時御神楽）
同
　　
四・一一・二三
後水尾
禁中
ー
天皇
彗星
　
七日間（青蓮院尊純）
同
　　
六・
　
三・一五
後水尾
禁中清涼殿
仁王経法
天皇
火災
　
七日間（三宝院義演）
寛永
　
三・
　
五・二一
後水尾
伊勢・石清水・諸社寺
ー
天皇
祈雨（炎旱）
　
七日間
同
　　
三・
　
五・二五
後水尾
御霊社
ー
天皇
祈雨
同
　　
八・
　
五・二一
明正
禁裏
不動護摩
天皇
旱魃御祈
　
七日間
同
　
一〇・
　
五・
　
八
明正
禁中
御修法
天皇
天変
　
七日間（大覚寺門跡）
同
　
一二・
　
六・
　
三
明正
禁中紫宸殿
北斗七星
天皇
天変
　　
七日間
千葉経済論叢
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二八
寛永一四・一一・一〇
明正
禁中
孔雀経法
天皇
天変（朝日夕日色赤）
　
七日間
同
　
一八・
　
三・
　
三
明正
禁裏
五大尊合行
天皇
江戸大火のため
　
七日間
同
　
二一・
　
八・二三
後光
伊勢両宮
御祈
天皇
御祈（大風で外宮破損）
　
七日間
同
　
二一・
　
九・
　
三
後光明
吉田社
神道護摩
天皇
七月の伊勢 のため
同
　
二一・
　
九・
　
三
後光明
禁中清涼殿
五大尊合行法
天皇
伊勢大風
　
七日間（青蓮院宮）
正保
　
二・
　
四・
　
四
後光明
所々（社寺ヵ）
御祈
後水尾院
変異（月横になり、又長くなり山に入る時は星の如く入る）
慶安
　
三・
　
三・
　
八
後光明
東寺
北斗法
天皇
恠異
　
七日間（大覚寺宮）
同
　　
三・
　
三・一六
後光明
春日社
御神楽
天皇
恠異（一条関白による再興）
承応
　
二・
　
七・
　
三
後光明
（禁中ヵ）
清祓
天皇
内侍所火事（六月二三日） よ
　　
　　　　　　　　　
仮殿渡御のため
同
　　
三・
　
三・一二
後光明
春日社
祈禱方法
天皇
社殿鳴動のため
同
　　
四・
　
三・一二
後西
禁中清涼殿
不動法護摩
天皇
天変
　
七日間（妙法院宮）
明暦
　
元・一〇・二三
後西
東寺
御修法
（天皇）
弘法大師仏供破裂 七日間
同
　　
四・
　
三・
　
五
後西
禁中紫宸殿
護摩
天皇
江戸大火のため
( 三年の江戸城焼落明
暦大火ではない）
　
七日間
※万治三・九・三
後西
内侍所
　　　
（出御）
御神楽
女院
大坂城落雷・伊勢洪水大風
　　　　　
　　　　　　　　
洛中洛外諸国洪水
寛文
　
二・
　
五・一一
後西
五社三寺（伊勢・石清水・賀茂・春日・日吉・延暦・園城・東寺）
御祈り
天皇
五月一日の 地震のため
　
七日間
近世朝廷と寺社の祈禱
　
―近世的七社七寺体制の成立と朝幕関係―
　　　　　　　
間
　
瀬
　
久美子
二九
寛文
　
三・一二・
　
七
霊元
七社四寺（無記名）
御祈
朝廷
地震
　
三日間
同
　　
四・一一・
　
九
霊元
内侍所
御神楽（臨時）
後水尾院
天変・ほうき星光物
同
　
一三・
　
五・一六
霊元
七社七寺
御祈
天皇
火事（五月九日で禁裏・法皇・新院・女院御所・鷹司邸諸家一〇余、民屋一五〇町余都一七〇〇余 焼失）
延宝
　
四・
　
五・一九
霊元
六社七寺
御祈
天皇
無水火ノ天下安泰
　
七日間
天和
　
二・一一・二一
霊元
春日社
御神楽
天皇
木枯槁のため
　
七日間
貞享
　
三・
　
六・一八
霊元
七社五寺（上 社・園城・延暦・興福・東大・東寺）
御祈
天皇
天変（四月中旬より日月の色甚だ赤）七日間
元禄一〇・
　
七・
　
五
東山
東寺
北斗法
天皇
弘法大師御供破損のため
同
　
一六・一一・二七
東山
二十二社七寺 山王神田・鶴岡・箱根・伊豆・三島・鹿島・香取・富士他
御祈
幕府
        
（綱吉）
関東地震（一一月二二日）
同
　
一六・一 ・二八
東山
霊雲寺（恵光）
祈禱
幕府
関東地震
同
　
一六・一二・
　
一
東山
護寺院（大僧正）
祈禱
幕府
祈禱千座結願
同
　
一六・一二・
　
九
東山
内侍所
御神楽
幕府（朝廷）
関東地震のため天下太平の祈
同
　
一六・一二・一三
東山
内侍所
千反楽
霊元院
関東地震
宝永
　
四・一〇・
　
六
東山
成満・覚王・護持院の各大僧正
ー
幕府
一〇月四日の大地震（九月二七日～一 月二八 迄続く）
千葉経済論叢
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三〇
宝永
　
四・一一・二三
東山
護持院
千手法
幕府
一一月二三日富士山噴火のため
同
　　
四・一一晦日
東山
護持院
真読般若
（成満院隆光）幕府
（噴火地震ヵ）
同
　　
四・一二・
　
八
東山
浅間大社・村山浅間社
祈禱
幕府
富士山焼祈禱で幕府より銀百枚拝領（大宮司富士山城・公文・案主・別当・村山浅間辻の坊・池西坊・大鏡坊他）
同
　　
五・
　
三・一八
東山
七社七寺
御祈
天皇
三月八日の火災 ため
享保一八・
　
七・一八
中御門
祇園・北野・愛宕
祈禱
天皇
天下風疫
元文
　
二・
　
九・二三
桜町
東寺
北斗法
天皇
弘法大師宝前仏供破損（八月二 日）　
七日間
寛保
　
元・六・二一
桜町
伊勢
一社奉幣
天皇
辛酉革命
同
　　
元・一二・
　
五
桜町
内侍所
御神楽
天皇
辛酉凶年御祈（三箇夜）
同
　　
元・一二・一九
桜町
禁中清涼殿
不動法護摩
天皇
辛酉御祈
同
　　
三・
　
三・一〇
桜町
七社七寺
御祈
天皇
悪痘流行 （去冬以来世上不安）
　
七日間
同
　　
三・一二・二五
桜町
内侍所
御神楽（御拝）
天皇
妖星出現のため天下安全 禱
　
七日間
延享
　
元・一二・一四
桜町
禁中清涼殿
不動法護摩
天皇
甲子革命のため
　
三日間
同
　　
元・一二・ 五
桜町
内侍所
御神楽
天皇
革令御祈
寛延
　
二・
　
九・一二
桃園
上賀茂
祈禱
桜町上
内陣ノ御張等鼠喰損
　
七日間
同
　　
四・
　
五・
　
一
桃園
七社七寺
御祈
天皇
賀茂社の恠異と地震のため
明和
　
元・一〇・
　
八
後桜町
愛宕社
御祈
天皇
災難消滅のため
近世朝廷と寺社の祈禱
　
―近世的七社七寺体制の成立と朝幕関係―
　　　　　　　
間
　
瀬
　
久美子
三一
明和
　
元・一二・二四
後桜町
伊勢
祈
天皇
伊勢山田村人家大半焼亡（神宮無事）　　　　　　　　
七日間
同
　　
二・
　
八・二四
後桜町
七社
御祈
天皇
天下泰平・宝祚長久・無風雨水・火災を祈る
同
　　
六・
　
八・一一
後桜町
内侍所
御神楽
天皇
彗星出現
同
　　
七・
　
六・一五
後桜町
仁和寺（真乗院）
北斗法
天皇
孛星出現
同
　　
七・
　
六・二七
後桜町
内侍所
御神楽
天皇
孛星出現
　
三箇夜
同
　　
七・閏六・二八
後桜町
七社七寺
御祈
天皇
変異のため天下安全・宝祚長久・東宮延命を祈る
同
　　
七・
　
七・二五
後桜町
仁和寺（真乗院）
祈雨法
天皇
炎旱水渇人民困窮のため
同
　　
九・
　
九・
　
七
後桃園
内侍所
五常楽
　
千反
将軍家治
関東火災（春） ・大風雨（秋）のため
安永
　
七・
　
七・二二
後桃園
七社七寺
御祈
天皇
洛中洪水のため
天明
　
八・
　
二・一七
光格
七社七寺
御祈
天皇
洛中火事・内裏炎上のため天下泰平・玉体安穏・宝祚長久の祈
寛政
　
元・
　
六・
　
三
光格
七社七寺
御祈
天皇
降雨御祈
　
七日間
同
　　
九・閏七・一一
光格
七社 寺
御祈
天皇
祈雨
　
累月炎旱による
享和
　
二・
　
七・二六
光格
土御門第
天曹地府祭
天皇
天災地妖を除去
文化
　
八・
　
九・二二
光格
七社七寺
御祈
天皇
彗星・孛星出現（九月二〇日より）
文政一三・
　
七・
　
三
仁孝
七社 寺
祈禱
天皇
地震
　
一四日間
※同一三・
　
九・一一
仁孝
伊勢例幣
祈禱
天皇
宣命に地震（七月二日以来）の弁明
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三二
天保三・閏一一・一四
仁孝
内侍所
御神楽
天皇
文政一三年地震後祈のため
同
　　
七・一一・
　
七
仁孝
春日社
神楽
天皇
同社樹木枯死の祈禱
　　
七日間
同
　
一四・
　
二・二六
仁孝
伊勢・石清水・賀茂社、延暦・園城 東寺等諸社寺
祈禱
天皇
彗星出現
同
　
一四・
　
八・一五
仁孝
神泉苑
御祈
天皇
祈雨（炎旱のため）七日間ため）
嘉永
　
三・
　
四・
　
八
孝明
七社七寺
祈禱
天皇
異国船出没の為、国土平安を祈る
同
　　
三・
　
九・
　
三
孝明
七社
祈禱
天皇
天災の為、天下泰平・宝祚長久・万民安穏の御祈
同
　　
六・
　
六・一五
孝明
七社七寺
祈禱
天皇
外患祈禱（米艦浦賀来航）
※同六・八・一五
孝明
石清水
放生会
天皇
国土平安（異国船渡来）
※同六・九 一一
孝明
伊勢
例幣使
天皇
同右
同
　　
六・一一・二三
孝明
熱田社等一〇社
祈
天皇
同右
　　　
一二月一七日より七日間
同
　　
六・一二・
　
三
孝明
伊勢以下二二社
祈
天皇
同右
　
一二月一七日より七日間
同
　　
七・
　
二・
　
九
孝明
伊勢
祈
天皇
外夷攘斥・国土平安の祈
同
　　
七・
　
二・ 二
孝明
伊勢以下諸国大社
祈禱
天皇
国土平安
　
七日間
同
　　
七・
　
四・ 一
孝明
七社七寺
　
秋葉寺
祈禱
天皇
災異祈禳（内裏炎上）
同
　　
七・
　
六・一五
孝明
七社 寺
祈禱
天皇
災異祈禳（地震）
同
　　
七・
　
九・二三
孝明
七社 寺
祈
天皇
外夷攘斥・国土平安の祈
同
　　
七・一一・一六
孝明
七社 寺
祈禱
天皇
災変祈禳
　
巻数を将軍に献上
近世朝廷と寺社の祈禱
　
―近世的七社七寺体制の成立と朝幕関係―
　　　　　　　
間
　
瀬
　
久美子
三三
嘉永
　
七・一一・二〇
孝明
賀茂
臨時祭
天皇
外国船による国土平安
安政
　
二・
　
二・二三
孝明
伊勢
奉幣使
天皇
災変・ 土平安
同
　　
二・
　
七・一四
孝明
神泉苑
祈禱
天皇
祈雨
同
　　
二・一〇・一〇
孝明
七社七寺
祈禳
天皇
江戸大地震による災変祈禳
　
巻数関東
に献上
同
　　
三・
　
一・二一
孝明
二二社諸国大社
祈禱
天皇
異国船渡来による国土平安
同
　　
五・
　
六・一七
孝明
伊勢
勅使発遣
天皇
外患禳除（徳大寺公純） 、天皇連夜東庭出御伊勢御拝・内侍所参拝
同
　　
五・
　
六・二三
孝明
石清水・賀茂
勅使発遣
天皇
外患祈禳 （石清水：中山忠能、
　
賀茂：
正親町三条實愛）
同
　　
五・
　
八・一五
孝明
石清水
放生会
天皇
四海静謐
同
　　
五・
　
九・
　
三
孝明
七社七寺
祈禳
天皇
災異（彗星出現）
同
　　
六・
　
二・二五
孝明
諸国大
祈禱
天皇
正五九月に国土平安御祈
同日
孝明
内侍所
祈禱
天皇
正五九月に国土平安御祈
同
　　
六・
　
七・一四
孝明
七社七寺
祈禱
天皇
悪疫流行の兆のため
同
　　
六・一〇・二七
孝明
内侍所
祈禱
天皇
江戸城本丸炎上のため武門無異祈
禱、
七日間
同
　　
七・
　
二・
　
七
孝明
七社七寺
祈禳
天皇
悪疫祈禳
　
七日間
同日
孝明
内侍所
祈禳
天皇
悪疫祈禳
　
七日間
文久
　
二・
　
三・
　
九
孝明
春日社
祈謝
天皇
異変（春日社神鏡墜破）の為
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三四
文久
　
二・
　
三・一五
孝明
春日
御神楽
天皇
七日夜の御神楽（神鏡墜破）の為
同
　　
二・閏八・一一
孝明
祇園社・清荒神
祈
天皇
悪疫流行のため、七日間
同
　　
三・
　
三・
　
四
孝明
伊勢
勅使発遣
天皇
外夷攘斥・国土平安祈願
　（勅使柳原
光愛他）
同
　　
三・
　
三・
　
六
孝明
泉涌寺
勅使発遣
天皇
外患
同
　　
三・
　
三・
　
八
孝明
石清水
勅使発遣
天皇
外患（勅使庭田重胤）
同
　　
三・
　
三・一一
孝明
賀茂下上
行幸
天皇
攘夷
同
　　
三・
　
三・二四
孝明
神武天皇陵・
　
神功
皇后陵
勅使発遣
天皇
外患（山稜使今出川實順）
同日
孝明
石清水
臨時祭
天皇
外攘
同
　　
三・
　
四・一一
孝明
石清水
行幸
天皇
外患禳除（将軍大名供奉）
同
　　
三・
　
四・二一
孝明
賀茂
賀茂祭
天皇
宣命に外夷の禳除
　（宣命使公允）
同
　　
三・
　
五・一四
孝明
内宮風日祈宮・外宮風宮
祈
天皇
天下ノ安泰
　
七日間
同
　　
三・
　
五・二四
孝明
善通寺（讃岐）
祈禱
天皇
外夷祈禳（善通寺から 申出）
同
　　
三・一一・二八
孝明
神武天皇陵
勅使発遣
天皇
攘夷（山稜使日野光愛）
同
　　
三・一二・
　
二
孝明
秋葉寺
祈禱
天皇
災異（火災）
　
八日より七日間
元治
　
元・
　
四・二七
孝明
七社
奉幣使
天皇
攘夷
同
　　
元・
　
五・二一
孝明
宇佐宮・香椎宮
奉幣使
天皇
攘夷
近世朝廷と寺社の祈禱
　
―近世的七社七寺体制の成立と朝幕関係―
　　　　　　　
間
　
瀬
　
久美子
三五
元治
　
元・
　
八・
　
七
孝明
七社七寺
祈禳
天皇
災異祈禳・国土平安
　
七日間（八月一
四日より）
同
　　
元・
　
九・
　
八
孝明
内侍所
御神楽
天皇
臨時御神楽
同
　　
元・
　
九・一一
孝明
伊勢
例幣使発遣
天皇
災厄祈禳（甲子年に当たり）
同
　　
元・
　
九・一五
孝明
石清水
放生会
天皇
内憂外患 ノ年）
同
　　
元・
　
九・一七
孝明
石清水・賀茂
奉幣使発遣
天皇
内憂外患祈禳
同
　　
元・一一・一四
孝明
北野
臨時祭再興
天皇
内憂外患祈禳
慶応
　
元・
　
四・二四
孝明
吉田社
吉田祭再興
天皇
内憂外患祈禳
同
　　
元・
　
六・二二
孝明
祇園社
臨時祭再興
天皇
内憂外患祈禳
同
　　
元・一〇・
　
七
孝明
七社七寺
祈禱
天皇
天下太平（国事多事による）
同日
孝明
内侍所
祈禱
天皇
天下太平
　
七日間
同
　　
二・
　
四・
　
五
孝明
禁苑（宮廷）
清祓（稲荷神職）
天皇
怪異（流産子児肩狐喰破）
同
　　
二・
　
四・
　
七
孝明
松尾社
松尾祭再興
天皇
内憂外患祈禳
同
　　
二・
　
九・一四
孝明
石清水
奉幣使発遣
天皇
風水ノ災祈禳
